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【背景および目的】前立腺幹細胞抗原(PSCA)の 5’非翻訳領域中の一塩基多型

rs2294008 は、疫学的解析により胃・十二指腸潰瘍の規定因子の一つと考えられて

いる。しかしながら、ハプロタイプレベルでの解析はあまり行われておらず、

rs2294008 とその他の一塩基多型や変異との関連性も明らかでない。そこで本研究

では、PSCA のプロモーターの配列をハプロタイプレベルで解析した。【方法】各種

細胞株由来 DNA および国立医薬基盤・健康・栄養研究所より分与されたヒト DNA

を鋳型とし、rs2294008 を含む PSCA プロモター領域を PCR にて増幅し、シーケン

ス解析を行った。また、rs2294008 より上流に存在する繰り返し配列中にプライマ

ーを設計し、各種鋳型の PCR 産物を電気泳動し、分子量を比較した。rs2294008T

アレルをホモで有する KMP2 細胞および rs2294008C アレルをホモで有する KMP8 由

来 DNA の PSCA プロモーター配列を pNL1.2 レポーターベクターに導入し、構築後

のベクターを用い、PSCA を恒常的に発現する胃粘膜細胞株 NCI-N87 における各プ

ロモーター活性について比較検討した。【結果】rs2294008C アレルを有する染色体

の PSCA プロモーター配列は、その他の配列もリファレンス配列とほぼ同一であっ

た。一方、rs2294008T アレルを有する染色体では、多くの場合、rs2294008 上流

に存在する繰り返し配列中に 65 塩基の欠損配列が認められた。rs2294008C のリフ

ァレンス配列では PSCA プロモーター活性がほぼ認められなかったが、rs2294008T

アレルを有し、かつ繰り返し配列中に欠損配列を持つ配列においては、高レベル

でのプロモーター活性が認められた。【考察】PSCA のプロモーター配列中には、

rs2294008 の一塩基多型に加え、上流の繰り返し配列中に欠損配列が存在する。こ

れら繰り返し配列の転写に及ぼす影響について、現在検討中である。 


